部局長とＰＴの議論資料　
【事務事業、出資法人、公の施設】
	項目名
	大阪府市町村施設整備資金貸付金の繰上償還

	部局の考え方


	· 市町村にとってメリットのある仕組みを考える必要

· 厳しい財政状況にあることから、民間への借換を可能とし、高金利負担の軽減が図れるもの
・ 制度面で総務省
・ 資金調達面で民間金融機関　　　との調整

　　
· 関係市町村との協議・調整

· 繰上償還の意向の確認

· 借換債の発行には議会の議決が必要
· 府にとっての効果

· 改革初年度に一定規模の歳入確保が可能
・ 金利５％以上の貸付残高は約１００億円

· 逸失利益（将来の利息）の発生
・ 金利５％で実施した際、府の逸失利益は約３５億円


今後、諸課題を整理し、関係機関との調整を早急に進め、
実施に向け検討

	参考データ等
	平成１９年度末残高　１，０４０億円（うち利率５％以上残高９７億円）
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